
＇釘ふ喜9ヽ吐や科？。



生米、無所属。しゃしゃり粛C眉I免。

國

江戸へ向かって故郷・上州を飛び出した助六（真田広之）は、ある日ひょんなことから仇討ち

に巻き込まれ、とっさに助太刀をやってしまった。ところが、これが病みつき。以来、その快感が

忘れられず、仇討ちがあると聞けは＼頼まれもしないのに助太刀を買って出た。

七年ぶりの里帰り。お袋は助六が五オの時に死んだ。父親の顔は知らない。生れる前の

助六と母を捨ててどこかへ行ってしまった。いまとなっては、会いたいとも思わない。お袋の

墓に行ってみると一輪の菊が供えられていた。助六母子には親類縁者はいないはずだが・・・

幼なじみの太郎（村田雄清）が、もうすぐここで仇討ちがあると教えてくれた。元八州廻り

の役人・片倉梅太郎（仲代違矢）という侍が仇だそうだ。「じゃ要るだろ、助太刀？」と助六。

「要らねえ」と返す太郎。

助太刀の出番がないと知り、昔馴染みの棺桶屋に向かった助六は、そこで片倉に出会う。す

でに戒名ももらい、秦然自若とした1守まい。どう見ても、この侍、蔽温iには見えない。

やがて、この仇討ちの検分役、関八州取締出役・榊原織部（岸部一徳）が到着した。い

いよ仇討ちが始まる。片倉はゆっくりと腰を上げ、自分が入る予定の棺桶に、そっと一輪

菊を投げ入れた。そう、この侍、実は助六の父親だった。


